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ヽ
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
財
政
改
革
へ
の
途
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
一
九
一
面
の
こ
の
一
八
七
九
年
の
財
政
改
革
に
際
し
て
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
帝
国
財
政
独
立
化
の
意
図
に
た
い
す
る
連
邦
分
立
主
義
的
立
場
か
ら
の
修
正
と
し
て
実
現
せ
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
約
款
に
よ
っ
て
、
従
来
の
邦
国
分
担
金
制
度
の
存
続
と
と
も
に
邦
国
に
た
い
す
る
交
付
金
制
度
が
導
入
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
交
付
金
制
度
は
、
そ
の
当
初
財
源
と
し
て
関
税
お
よ
び
タ
バ
コ
税
を
あ
て
た
が
、
後
印
紙
税
お
よ
び
火
酒
消
費
税
も
こ
れ
に
加
え
ら
れ
た
。
交
付
税
U
e
b
e
r
w
e
i
s
u
n
g
s
s
t
e
u
e
r
・
~
ー
拡
大
と
税
率
引
上
げ
そ
の
他
の
事
情
に
よ
る
関
税
収
入
の
増
大
は
当
然
交
付
金
額
の
増
大
を
結
果
し
た
01
か
く
て
八
0
年
代
以
降
に
お
い
て
は
交
付
金
は
分
担
金
を
上
廻
り
、
邦
国
財
政
の
負
担
軽
減
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
一
八
九
六
年
に
リ
ー
バ
ー
法
を
成
立
せ
し
め
た
が
、
し
か
し
帝
国
主
義
的
発
展
に
と
も
な
う
経
費
の
一
層
の
膨
脹
、
と
く
に
陸
海
軍
に
た
い
す
る
間
断
な
図
い
支
出
の
増
加
は
、
九
0
年
代
以
降
の
労
働
者
階
級
の
勢
力
伸
長
に
と
も
な
う
間
接
税
増
徴
策
強
行
の
困
難
化
に
と
も
な
っ
て
、
に
お
い
て
ほ
邦
国
へ
の
交
付
金
を
上
廻
る
分
担
金
の
増
大
と
い
う
事
態
を
生
じ
、
他
面
に
お
い
て
は
帝
国
財
政
の
公
債
へ
の
依
存
度
を
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
国
広
田
司
朗
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な
か
っ
た
。 ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
~
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さ
ら
に
一
層
強
め
る
に
い
た
っ
た
。
か
つ
て
ボ
サ
ド
ウ
ス
キ
ー
は
、
「
ド
イ
ツ
帝
国
と
い
う
船
に
は
二
つ
の
浸
水
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
④
 
―
つ
は
分
担
金
の
継
続
的
増
大
で
あ
り
、
他
の
一
っ
ほ
負
債
償
還
へ
の
強
制
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
が
、
事
態
ほ
ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
態
に
た
い
す
る
対
策
は
、
公
債
償
還
問
題
に
関
し
て
前
記
リ
ー
バ
ー
法
お
よ
び
そ
れ
の
数
次
に
わ
た
る
改
正
と
一
九
0
三
年
固
三
月
二
八
日
の
赤
字
公
債
償
還
に
関
す
る
法
と
し
て
示
さ
れ
た
。
し
か
し
リ
ー
バ
ー
法
お
よ
び
そ
の
改
正
法
は
、
そ
の
財
源
と
な
る
べ
き
交
付
金
の
分
担
金
に
た
い
す
る
超
過
額
が
消
失
す
れ
ば
、
も
は
や
そ
の
意
義
を
失
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
し
、
ま
た
一
九
0
三
年
の
法
律
も
赤
字
公
債
の
減
少
に
多
少
役
立
っ
た
に
し
て
も
、
公
債
累
増
傾
向
を
阻
止
す
る
に
は
程
遠
い
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
交
付
税
超
過
額
の
公
債
償
還
へ
の
充
当
を
規
定
す
る
法
的
措
置
に
よ
っ
て
、
邦
国
の
財
政
手
段
が
帝
国
に
留
保
さ
れ
、
こ
の
点
で
邦
国
財
政
へ
の
圧
迫
が
現
出
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ま
た
フ
ラ
ン
ケ
ン
ジ
ュ
タ
イ
ソ
約
款
に
規
制
さ
れ
た
財
政
運
営
方
式
自
体
も
、
帝
国
お
よ
び
邦
国
の
財
政
、
と
く
に
後
者
の
そ
れ
を
圧
迫
し
、
両
者
の
関
係
を
複
雑
に
せ
ず
に
は
お
か
一
方
に
お
い
て
帝
国
か
ら
邦
国
へ
、
他
方
に
お
い
て
邦
国
か
ら
帝
国
へ
の
財
政
資
金
の
流
れ
の
人
為
的
創
出
は
、
そ
れ
自
m
 
体
が
す
で
に
無
意
味
な
資
金
移
動
で
あ
る
許
り
で
な
く
、
帝
国
財
政
を
複
雑
か
つ
曖
昧
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
分
担
金
が
そ
の
当
初
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
補
助
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
が
邦
国
財
政
に
と
っ
て
取
得
し
得
べ
き
収
入
の
一
定
額
の
控
除
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
財
政
に
た
い
し
て
圧
迫
な
い
し
侵
害
の
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
も
そ
の
額
が
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
か
も
し
く
は
交
付
金
の
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
間
は
、
邦
国
財
政
へ
の
圧
迫
も
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
意
味
を
も
た
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
交
付
金
を
上
廻
る
巨
額
を
帝
国
に
供
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
邦
国
財
政
⑧
 
の
蒙
る
影
響
に
つ
い
て
邦
国
政
府
が
苦
痛
を
感
じ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
で
な
く
、
こ
の
分
担
金
お
よ
び
交
付
金
の
支
払
二
0
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(2) (1) 
民
主
党
の
見
解
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
操
作
に
関
す
る
従
来
の
慣
行
は
、
邦
国
財
政
運
営
を
さ
ら
に
一
層
困
難
な
も
の
に
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
そ
の
支
払
操
作
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
分
担
金
は
前
払
の
形
で
帝
国
に
供
与
さ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
交
付
金
は
四
半
期
毎
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、
こ
⑨
 
の
額
の
増
大
す
る
に
つ
れ
て
邦
国
財
政
運
営
は
支
障
を
き
た
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
°
ゲ
ル
ロ
フ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
昔
日
の
善
行
は
い
ま
や
災
厄
と
な
っ
た
。
そ
の
成
立
の
当
初
邦
国
分
立
主
義
的
意
義
を
強
調
せ
ら
れ
た
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
約
款
も
、
そ
の
運
用
の
過
程
に
お
い
て
一
の
障
害
を
意
味
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
帝
国
主
義
的
発
展
に
と
も
な
う
帝
国
財
政
支
出
の
膨
脹
と
無
関
係
で
は
な
い
。
帝
国
公
債
発
行
残
高
が
累
増
し
、
本
来
邦
国
の
間
接
課
徴
権
の
帝
国
へ
の
委
譲
に
た
い
す
る
補
償
の
意
味
を
も
も
っ
て
い
た
交
付
金
が
分
＂̂ 
担
金
の
増
大
に
よ
っ
て
そ
の
意
義
を
大
き
く
減
じ
、
し
か
も
す
で
に
筒
単
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
艦
隊
法
が
帝
国
間
接
税
の
増
徴
従
来
の
帝
国
と
邦
国
の
財
政
関
係
、
財
政
構
造
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
帝
国
財
政
の
改
革
を
必
然
的
な
も
の
と
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
か
く
て
二
0
世
紀
初
頭
一
連
の
財
収
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
第
一
の
試
み
と
し
て
登
場
し
た
の
が
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
H
e
r
m
a
n
n
v
o
n
 S
t
e
n
g
e
一
の
「
小
財
政
改
革
」
(
-
九
0
四
年
）
と
「
大
財
政
改
革
」
(
-
九
0
六
年
）
で
あ
る
。
以
下
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
財
政
改
革
に
た
い
す
る
社
会
Gesetz, betr. 
A
e
n
d
e
r
u
n
g
e
n
 i
m
 F
i
n
a
n
z
w
e
s
e
n
 des Reichs v
o
m
 1
4
.
 
M
a
i
 1
9
0
4
,
 
Finanzarchiv, 
Jg. 2
2
,
 
1
9
0
5
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S
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8
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饒．
例
え
ば
ド
イ
ツ
艦
隊
法
の
規
定
（
第
一
次
艦
隊
法
の
第
八
条
、
第
二
次
艦
隊
法
の
第
六
条
）
は
、
海
軍
行
政
の
経
常
費
、
お
よ
び
臨
時
費
の
超
過
需
要
に
よ
っ
て
生
ず
る
不
足
額
を
間
接
税
増
徴
に
よ
っ
て
支
弁
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
（
大
野
英
二
、
ド
イ
ッ
金
融
資
本
成
立
史
論
、
ニ
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
固
（
広
田
）
を
禁
止
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
、
「
間
接
税
は
帝
国
へ
、
直
接
税
は
邦
国
へ
」
と
い
う
従
来
の
284 
(3) 
1分担金 1交付金閂過分担1塁過交付
千マルク 千マルク 千マルク 千マルク
1872 82,267 82,267 
1875 51,712 51,712 
64,147 38,243 25,904 
85,204 68,024 17,180 
84,827 83,456 1,371 
73,955 85,503 11,548 
64,040 105,027 40,987 
102,778 115,792 13,014 
119,178 137,057 17,879 
170,937 176,324 5,387 
207,780 '2:77,801 70,021 
215,267 355,034 139,767 
301.102 378,915 77,812 
316,499 383,377 66,878 
316,302 蕊•925 42,623 
369,037 338,759 30,278 
385,433 382,860 2,574 
382,737 400,126 17,389 
399,375 414,568 15,193 
419,899 433,115 13,216 
1898 454,859 467,586 12,7切
1899 489,954 476,875 13,079 
1900 527,662 508,473 19,190 
1901 570,933 555,707 15,226 
1902 580,640 556,2.35 24,405 
1903 565,856 542,092 23,764 
1904 219,650 195,927 23,723 
1905 213,250 189,059 24,191 
1906 230,166 205,924 24,2位
Gerloff, a.a.O., S. 522. Finanzarchiv, Jg. 
22, s. 288~289. 
1 公債残高
千マルク
1877.3.31 16,300 
1878 72,204 
1879 138,861 
1880 218,058 
1881 267,786 
1882 319,239 
1883 348,951 
1884 373,125 
1885 410,000 
18~6 440,000 
1887 486,201 
1888 721,000 
1889 883,756 
1890 1,117,982 
1891 1,317,798 
1892 1,685,567 
1893 1,740,842 
1894 1,915,714 
1895 2,081,220 
1896 2,125,255 
1897 2,141,2位
1898 2,182,247 
1899 2,297,951 
1900 2,298,500 
1901 2,395,650 
1902 2,813,500 
1903 2,813,500 
1904 3,103,500 
1905 3,203,500 
1906 3,543,500 
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
五
八
頁
、
二
六
0
頁）
公
債
累
増
傾
向
と
交
付
金
お
よ
び
分
担
金
の
推
移
を
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
Gerloff, Die Finanz-und 
Zollpolitik des Deutschen 
Reiches. Jena, 1913. S.521. 
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(10) (9) (8) (7) (6) (5) (4) 
二、
小
財
政
改
革
と
社
会
民
主
党
Gerloff, 
a.a.O., 
S. 400. 
リ
ー
バ
ー
法
の
改
正
は
、
一
八
九
七
年
三
月
二
四
日
、
一
八
九
八
年
―
―
一
月
一
1
―
日
、
一
八
九
九
年
三
月
1一
五
日
お
よ
び
一
九
0
0年――一月一
1-0
日
の
法
律
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
一
九
01―一年一
1
一
月
二
八
日
の
法
律
は
、
帝
国
財
政
予
算
の
均
衡
を
ほ
か
る
た
め
に
な
さ
れ
た
赤
字
公
債
発
行
を
契
機
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
一
九
0
二
年
以
降
の
交
付
税
超
過
収
入
（
予
算
見
積
額
に
た
い
す
る
増
加
収
入
）
の
全
額
と
一
九
〇
―
―
―
年
度
帝
国
財
政
剰
余
金
を
赤
字
公
債
償
還
に
充
当
す
べ
き
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ
た
。
(
D
e
u
t
s
c
h
e
s
R
e
i
c
h
s
g
e
s
e
t
z
,
 betr. 
V
e
r
w
e
n
d
u
n
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v
o
n
 M
e
h
r
e
r
t
r
a
g
e
n
 
d
e
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 R
e
i
c
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e
i
n
n
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h
m
e
n
 u
n
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 U
e
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e
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w
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u
n
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s
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 z
u
r
 S
c
h
u
l
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o
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 28. 
M
a
r
z
 1903. 
F
iミ
a
z
ミ、
C
h
さ
20Jg.,
1903. 
s. 880. 
F
i
n
a
n
z
a
r
c
h
i
v
 2
2
 Jg., 
S. 283. 
a.a.0., 
S.285. 
a.a.O., 
S. 287. 
交
付
金
は
各
四
半
期
の
経
過
後
六
ー
八
週
間
し
て
漸
く
交
付
さ
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
分
担
金
は
月
々
の
前
払
の
形
で
支
払
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
分
担
金
は
帝
国
へ
の
前
渡
金
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
払
給
付
は
、
交
付
金
の
増
大
に
つ
れ
て
増
加
し
、
邦
国
財
政
を
圧
迫
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
例
え
ば
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
に
例
を
と
る
と
、
帝
国
か
ら
の
交
付
金
は
一
九
0
二
年
第
一
四
半
期
に
約
四
七
0
万
マ
ル
ク
で
八
月
中
旬
に
支
給
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
時
ま
で
に
ヴ
ュ
ル
テ
ム
ベ
ル
ク
は
、
年
額
二
1
――
1
0
万
マ
ル
ク
の
分
担
金
の
う
ち
約
九
1
1
0
万
マ
ル
ク
を
帝
国
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
ヴ
ュ
ル
テ
ム
、
ベ
ル
ク
の
受
け
る
交
付
金
は
年
額
1
―
四
0
万
マ
ル
ク
で
あ
り
、
分
担
金
と
の
差
額
は
僅
か
に
九
0
万
マ
ル
ク
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
分
担
金
が
前
払
い
で
あ
る
と
い
う
慣
行
の
た
め
に
、
ヴ
ュ
ル
テ
ム
、
ベ
ル
ク
の
財
政
運
営
は
圧
迫
を
蒙
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(Gerloff,
a.a.O., 
S. 3
7
8
 u. 403) 
F
i
n
a
n
z
a
r
c
h
i
v
,
 2
2
 Jg., 
S. 284. 
い
わ
ゆ
る
小
財
政
改
革
は
、
帝
国
財
政
運
営
を
簡
単
に
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
た
。
法
案
は
、
第
一
に
関
税
、
一
九
0
三
年
―
二
月
三
日
附
の
法
案
と
し
て
示
さ
れ
タ
バ
コ
税
お
よ
び
印
紙
税
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
約
款
を
廃
止
し
、
交
付
税
を
将
来
火
酒
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
286 
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
消
費
税
に
限
定
す
る
こ
と
、
第
二
に
一
九
0
三
年
度
の
赤
字
公
債
が
償
還
さ
れ
る
ま
で
交
付
金
の
超
過
収
益
と
帝
国
財
政
剰
余
金
を
帝
国
に
留
保
す
る
旨
規
定
し
た
一
九
0
三
年
三
月
二
八
日
附
の
公
債
償
還
規
定
を
廃
止
す
る
こ
と
、
第
三
に
分
担
金
に
よ
る
邦
国
財
政
の
圧
迫
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
分
担
金
は
過
去
五
年
間
の
交
付
金
平
均
額
を
超
過
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
第
四
に
憲
法
七
〇
条
の
改
正
に
よ
っ
て
、
帝
国
財
政
剰
余
金
は
ま
ず
交
付
金
に
よ
っ
て
補
償
せ
ら
れ
な
い
分
担
金
u
n
g
e
d
e
c
k
t
e
M
a
t
r
i
k
u
l
a
r
b
e
i
t
r
a
g
e
 
の
返
還山
に
、
さ
ら
に
共
通
の
臨
時
支
出
ausserordentliche
A
u
s
g
a
b
e
の
支
弁
に
利
用
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
図
し
か
し
な
が
ら
こ
の
政
府
案
は
議
会
に
お
い
て
意
外
に
強
い
抵
抗
に
逢
着
し
、
結
局
改
革
は
、
第
一
点
と
し
て
従
来
の
交
付
税
中
関
税
お
よ
び
ク
．
＾
コ
税
が
除
外
せ
ら
れ
、
印
紙
税
お
よ
び
火
酒
税
の
ほ
か
に
火
酒
醸
造
用
槽
税
B
r
a
n
n
t
w
e
i
n
m
a
i
s
c
h
b
o
t
t
i
s
c
h
s
t
e
u
e
r
と
火
酒
原
料
税
B
r
a
n
n
t
w
e
i
n
m
a
t
e
r
i
a
l
s
t
e
u
e
r
が
交
付
税
に
導
入
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
従
来
「
帝
国
税
が
採
用
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
」
と
い
う
条
件
の
つ
け
ら
れ
て
い
た
分
担
金
制
度
が
、
こ
の
条
件
の
削
除
に
よ
っ
て
恒
久
的
な
も
の
た
ら
し
め
ら
れ
、
同
時
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
分
担
金
は
、
会
計
年
度
末
に
あ
ら
わ
れ
る
事
実
上
の
収
入
不
足
を
補
填
す
る
に
必
要
な
額
に
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
点
に
③
 
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
年
々
の
分
担
金
お
よ
び
交
付
金
額
は
減
少
す
る
に
い
た
っ
た
が
、
社
会
民
主
党
は
こ
の
改
革
に
た
い
し
て
い
か
な
る
態
度
を
と
っ
た
か
。
基
本
的
見
解
と
し
て
は
、
帝
国
財
政
改
革
は
、
そ
れ
が
直
接
税
中
心
の
体
系
に
変
革
せ
ら
れ
る
限
り
に
お
い
て
党
の
目
標
た
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
現
実
に
施
行
せ
ら
れ
た
改
革
は
党
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
と
は
程
遠
い
も
の
で
あ
り
、
か
く
囚
て
そ
の
改
革
は
お
よ
そ
改
革
と
い
う
名
称
に
値
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
上
述
し
た
帝
国
財
政
危
機
の
打
開
は
、
党
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
方
向
に
お
け
る
現
存
制
度
へ
の
訣
別
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
陸
海
軍
事
費
の
制
限
と
直
接
固
税
に
よ
る
収
入
調
達
が
そ
れ
で
あ
る
。
帝
国
財
政
危
機
の
原
因
が
艦
隊
政
策
や
植
民
地
政
策
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
四
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も
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
二
五
帝
国
財
政
の
節
倹
へ
の
刺
戟
が
失
わ
そ
の
原
因
の
結
果
と
し
て
現
わ
れ
た
諸
事
情
を
計
算
上
の
措
置
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
る
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
、
党
は
何
物
を
そ
の
改
革
は
党
に
よ
れ
ば
畢
覚
簿
記
方
法
B
u
c
h
u
n
g
s
v
e
r
f
a
h
r
e
n
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
反
面
に
お
い
て
改
革
案
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
若
干
の
問
題
を
含
ん
で
い
た
。
党
の
議
会
活
動
報
告
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
第
一
の
批
判
点
は
帝
国
議
会
の
権
限
の
制
限
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
交
付
税
の
整
理
、
交
付
金
お
よ
び
分
担
金
の
削
減
は
、
帝
国
の
議
会
の
協
賛
権
か
ら
の
独
立
、
帝
国
議
会
の
権
限
の
制
限
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
関
税
収
入
の
増
加
す
る
事
態
に
際
し
て
関
税
が
交
付
税
の
枠
よ
り
は
ず
さ
れ
、
同
時
に
分
担
金
の
縮
減
が
意
図
さ
れ
る
こ
と
は
、
議
会
の
予
算
権
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
第
二
点
と
し
て
は
、
分
担
金
の
縮
減
お
よ
び
無
補
償
分
担
金
の
排
除
に
と
も
な
っ
て
邦
国
財
政
の
相
対
的
強
化
と
と
も
に
帝
国
財
政
収
入
が
相
対
的
に
減
少
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
帝
国
財
政
支
出
に
た
い
す
る
参
議
会
で
の
各
邦
国
代
表
の
反
対
が
弱
め
ら
れ
、
れ
、
そ
の
公
債
依
存
へ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
る
と
い
う
点
が
指
摘
せ
ら
れ
た
。
ズ
ュ
ー
デ
ク
ム
も
ま
た
そ
の
論
評
に
お
い
て
、
フ
ラ
ソ
ケ
ン
シ
ュ
ク
イ
ソ
約
款
が
交
付
金
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
帝
国
公
債
の
累
積
と
深
い
関
連
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
の
小
改
革
が
こ
の
帝
国
財
政
の
窮
境
を
な
ん
ら
打
開
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
財
政
支
出
膨
脹
を
抑
制
し
か
つ
帝
国
議
会
の
収
入
協
賛
権
を
保
証
す
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
の
分
担
金
の
意
義
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
社
会
民
主
党
が
シ
ュ
テ
ン
⑧
 
ゲ
ル
の
小
改
革
に
拒
否
的
態
度
を
と
る
理
由
を
列
挙
し
、
党
の
改
革
に
関
す
る
積
極
的
主
張
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
不
生
産
的
経
費
の
縮
減
と
直
接
税
の
導
入
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
の
こ
の
改
革
が
い
わ
ば
睛
著
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
き
め
つ
け
て
い
る
。
か
く
て
党
の
小
財
政
改
革
に
た
い
す
る
否
定
的
見
解
は
明
ら
か
で
あ
る
。
議
会
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
こ
の
改
革
案
に
た
い
し
て
当
然
拒
否
＂̂T 
Ol 
的
な
態
度
を
表
明
し
た
。
ゲ
ル
ロ
フ
は
こ
の
小
改
革
が
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
党
も
、
上
述
し
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
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た
と
こ
ろ
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
固
（
広
田
）
一
方
で
批
判
的
見
解
を
表
明
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
は
小
改
革
の
も
つ
意
義
を
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
む
し
ろ
次
の
大
財
政
改
革
に
あ
っ
た
。
Protokoll d
e
s
 B
r
e
m
e
n
e
r
 Parteitages, 
1904. 
SS. 6
8
~
6
9
.
 
F
i
n
a
n
z
a
r
c
h
i
v
,
 2
2
 Jg., 
S. 282. 
Gerloff, 
a.a.0., 
S. 405. 
F
i
n
a
n
z
a
r
c
h
i
v
,
 2
2
 Jg., 
SS. 2
9
1
~
3
0
2
.
 
Gerloff, a.a.O., 
SS. 4
0
5
~
4
0
6
 
C
a
l
m
a
n
n
,
 D
i
e
 Finanzpolitik d
e
r
 cieutschen S
o
z
i
a
l
d
e
m
o
k
r
a
t
i
e
 1
8
6
7
1
1
9
1
4
.
 M
u
n
c
h
e
n
 1922. 
S. 151. 
Protokoll, 
1904. 
S. 68. 
以
前
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
党
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
ク
イ
ソ
約
款
に
た
い
す
る
評
価
ほ
変
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
以
前
に
お
い
て
は
こ
の
約
款
に
よ
る
邦
国
分
立
主
義
の
強
化
が
懸
念
せ
ら
れ
た
が
、
い
ま
や
こ
の
約
款
を
も
っ
て
危
険
な
「
個
人
支
配
」
に
た
い
す
る
牽
制
手
段
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
(
C
a
l
m
a
n
n
,
a.a.O., 
S. 152) 
Protokoll, 
1904. 
S. 69. 
C
a
l
m
a
n
n、
a.a.0.,
S. 153. 
ズ
ュ
ー
デ
ク
ム
は
、
社
会
民
主
党
が
小
改
革
案
を
容
認
し
が
た
い
理
由
と
し
て
、
そ
れ
が
帝
国
財
政
運
営
に
た
い
す
る
邦
国
の
責
任
を
な
く
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
帝
国
を
邦
国
に
依
存
せ
し
め
る
の
で
な
く
む
し
ろ
邦
国
を
帝
国
に
依
存
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
有
産
者
階
級
を
そ
の
負
担
の
増
大
か
ら
守
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
国
民
代
表
の
弱
い
権
利
を
さ
ら
に
弱
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
新
し
い
間
接
税
の
前
奏
曲
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
等
を
あ
げ
て
い
る
。
（
A
l
b
e
r
t
S
u
d
e
k日
n,
D
i
e
 F
i
n
a
n
z
r
e
f
o
r
m
 d
e
s
 F
r
e
i
h
e
r
r
n
 v
o
n
 Stengel. 
Sozialistische 
M
o
n
a
t
s
h
e
f
t
e
 1904, I
,
 
S. 
53) 
S
u
d
e
k
u
m
,
 a.a.O., S
S
•お
l
g
.
Vgl. 
S
u
d
e
k
u
m
,
 R
e
i
c
h
s
f
i
n
a
n
z
e
n
 u
n
d
 F
i
n
a
n
z
r
e
f
o
r
m
,
 
D
i
e
 N
e
u
e
 Zeit, 
21 
Jg., 
1. 
B
d
.
 
ss. 4
9
8
~
5
0
4
.
 
た
だ
例
外
と
し
て
は
、
予
算
委
員
会
で
な
さ
れ
た
火
酒
醸
造
用
槽
税
払
戻
の
引
下
げ
に
関
す
る
提
案
に
た
い
し
て
党
が
賛
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
提
案
が
い
わ
ゆ
る
「
愛
の
贈
物
」
に
た
い
す
る
攻
撃
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
(Protokoll,
1904. 
S.70) 
Gerloff, 
a.a.O., 
S.406. 
二
六
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簿
記
方
法
あ
る
い
は
予
算
の
単
純
化
と
よ
ば
れ
て
い
る
小
財
政
改
革
は
財
政
危
機
解
消
の
た
め
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
上
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
か
く
て
第
二
の
よ
り
根
本
的
な
改
革
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
革
へ
の
機
運
は
小
改
革
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
せ
ら
れ
た
各
邦
国
大
蔵
大
臣
会
議
に
お
い
て
す
で
に
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
後
財
政
事
情
の
一
層
の
悪
化
も
手
伝
っ
て
、
一
九
0
五
年
秋
に
い
た
っ
て
財
政
改
革
へ
の
動
き
は
具
体
化
せ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
政
府
は
、
公
債
償
還
、
帝
国
廃
疾
基
金
R
e
i
c
h
s
i
n
v
a
l
i
d
e
n
f
o
n
d
s、
陸
海
軍
増
強
そ
の
他
の
費
用
の
た
め
の
経
費
膨
脹
に
対
処
し
て
、
収
入
増
加
を
は
か
る
べ
く
、
ビ
ー
ル
税
と
ク
バ
コ
税
の
増
徴
、
紙
巻
ク
バ
コ
税
Nigarettensteuer
帝
国
印
紙
法
の
改
正
に
よ
る
受
領
証
税
Q
u
i
t
t
u
n
g
s
s
t
e
m
p
e
l
運
送
状
税
F
r
a
c
h
t
u
r
k
u
n
d
e
n
通
行
税
P
e
r
s
o
n
e
n
f
a
h
r
k
a
r
t
e
n
動
力
車
税
B
e
s
t
e
u
e
r
u
n
g
d
e
r
 K
r
a
f
t
w
a
g
e
n
お
よ
び
相
続
②
 
税
E
r
b
s
c
h
a
f
t
s
s
t
e
u
e
r
の
採
用
を
提
案
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
財
政
改
革
案
は
、
た
後
、
す
る
た
め
に
は
、
経
費
の
節
減
か
収
入
の
調
達
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
二
七
ビ
l 
Iレ
小
改
革
は
そ
の
い
ず
れ
に
た
い
し
て
も
十
分
な
述
し
た
よ
う
に
そ
れ
は
き
わ
め
て
不
十
分
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
大
財
政
改
革
と
社
会
民
主
党
少
な
く
と
も
財
政
支
出
の
増
大
、
相
続
税
を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
の
間
接
税
体
系
を
突
き
破
っ
て
い
る
点
で
劃
期
的
で
は
あ
っ
た
③
 
が
、
し
か
し
ま
た
ゲ
ル
ロ
フ
の
指
摘
す
る
よ
う
に
中
途
半
端
な
性
格
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
財
政
改
革
を
め
ぐ
る
各
党
の
囚
意
見
の
相
異
を
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
事
実
改
革
案
は
帝
国
議
会
に
提
出
・
審
議
さ
れ
る
間
に
多
く
の
批
判
や
反
対
を
惹
き
起
し
か
な
り
大
幅
の
修
正
を
も
っ
て
一
九
0
六
年
六
月
三
日
に
成
立
し
た
。
成
立
し
た
財
政
改
革
案
は
、
gesetz
に
お
い
て
超
過
分
担
金
や
公
債
償
還
に
関
す
る
規
定
を
行
う
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
公
債
累
積
の
事
態
に
対
処
そ
の
摘
要
法
M
a
n
t
e
l
,
そ
の
他
に
相
続
税
法
、
帝
国
印
紙
税
法
、
290 
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
と
こ
ろ
で
こ
の
大
財
政
改
革
に
た
い
す
る
社
会
民
主
党
の
見
解
な
り
態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
九
日
に
か
け
て
マ
ン
ハ
イ
ム
で
開
催
せ
ら
れ
た
党
大
会
で
の
議
会
活
動
報
告
は
、
「
頻
繁
か
つ
累
増
的
巨
額
を
要
求
す
る
海
軍
案
、
陸
軍
案
お
よ
び
植
民
案
に
つ
い
て
社
会
民
主
党
が
帝
国
議
会
で
予
言
し
た
こ
と
は
、
苦
き
真
実
と
な
っ
た
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
政
党
の
盲
目
的
な
万
オ
協
賛
癖
Hurrabewilligungslust
は
帝
国
を
重
い
公
債
負
担
の
中
⑥
 
に
陥
れ
た
」
と
。
社
会
民
主
党
は
帝
国
主
義
的
政
策
に
よ
る
財
政
事
情
の
悪
化
、
財
政
改
革
の
必
然
性
を
予
見
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
報
告
は
、
政
府
案
の
覚
書
で
謳
わ
れ
て
い
る
租
税
負
担
の
公
正
な
配
分
が
有
名
無
実
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
改
革
案
を
め
ぐ
る
租
税
委
員
会
の
中
途
半
端
な
審
議
の
実
態
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
d
こ
の
委
員
会
で
党
は
所
得
税
お
よ
び
財
産
税
を
要
求
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
し
か
し
社
会
民
主
党
に
反
対
す
る
諸
党
は
、
自
由
思
想
党
と
ボ
ー
ラ
ン
ド
党
を
除
い
て
、
こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
。
成
立
し
た
改
革
案
は
、
保
守
党
、
帝
国
党
、
国
民
自
由
党
、
中
央
党
お
よ
び
経
済
連
合
の
一
部
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
租
税
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
推
進
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
で
す
で
に
指
摘
し
た
改
革
の
中
途
半
端
な
性
格
は
、
社
会
民
主
党
に
よ
っ
て
も
ぎ
び
し
く
批
判
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
改
革
に
お
い
て
採
択
せ
ら
れ
た
相
続
税
が
財
政
危
機
救
済
の
基
盤
た
ら
し
め
ら
れ
ず
、
他
の
間
接
税
で
不
十
分
な
場
合
に
利
用
さ
れ
る
い
わ
ば
補
完
的
な
手
段
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
帝
国
財
政
改
革
に
た
い
す
る
基
本
的
原
理
の
喪
失
で
あ
り
、
原
理
な
き
妥
⑧
 
協
と
考
え
ら
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
党
の
租
税
政
策
的
目
標
は
直
接
税
体
系
の
確
立
に
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
改
革
に
お
い
て
所
有
課
税
の
導
入
が
必
至
で
あ
っ
た
以
上
、
党
が
相
続
税
問
題
に
主
力
を
注
ぎ
、
こ
れ
を
通
じ
て
直
接
税
体
系
の
確
立
に
努
力
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
党
は
政
府
の
相
続
税
案
に
た
い
し
て
は
じ
め
か
ら
積
極
的
に
賛
意
を
表
明
し
た
の
で
は
な
く
、
委
員
会
5
 
税
法
お
よ
び
紙
巻
タ
バ
コ
税
法
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
冒
頭
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
一
九
0
六
年
九
月
二
l-＿日か
ら
ニ
八
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二
九
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
っ
て
成
立
し
た
相
続
税
法
そ
の
他
に
た
い
す
る
党
の
見
解
成
立
し
た
相
続
税
は
、
相
続
財
産
税
E
r
b
a
n
f
a
l
l
s
t
e
u
e
r
と
し
て
、
親
等
に
応
じ
た
税
率
と
取
得
財
産
額
の
大
き
さ
に
応
ず
る
累
進
税
率
が
二
重
に
適
用
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
相
続
税
も
党
の
き
び
し
い
批
判
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
い
う
と
こ
「
新
た
に
搾
り
あ
げ
ら
れ
る
人
民
を
前
に
し
て
古
風
な
品
位
の
な
い
揉
み
消
し
運
動
を
演
じ
よ
う
と
し
て
考
え
た
一
種
の
儀
礼
税
A
n
s
t
a
n
d
s
s
t
e
u
e
r」
に
す
ぎ
ず
、
有
産
階
級
の
負
担
が
相
対
的
に
軽
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
不
公
正
で
あ
り
、
ま
た
そ
nw 
U
 
の
こ
と
に
関
連
し
て
収
益
力
の
点
で
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
も
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
「
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
案
を
考
察
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
帝
国
経
費
支
弁
の
た
め
の
相
続
税
の
導
入
の
み
が
基
本
的
に
新
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
関
す
る
法
律
は
き
わ
め
て
臆
病
に
決
定
せ
ら
れ
、
か
つ
ま
た
き
わ
め
て
多
く
の
例
外
と
留
保
条
件
を
附
せ
ら
れ
て
い
た
：
． 
」
と
。
こ
の
よ
う
な
党
の
批
判
的
見
解
は
、
相
続
税
案
に
関
す
る
若
干
の
具
体
的
要
求
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
の
要
求
を
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
党
は
独
自
の
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
そ
の
提
案
は
悉
く
否
決
さ
れ
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
ま
た
い
う
「
帝
国
政
府
が
提
案
し
た
相
続
税
法
お
よ
び
帝
国
議
会
多
数
派
に
よ
る
そ
れ
の
形
成
の
中
に
徹
底
的
な
社
会
政
策
的
視
点
を
求
め
て
も
無
駄
で
あ
ろ
う
。
純
粋
に
財
政
的
な
関
心
が
そ
れ
を
規
定
し
て
お
り
、
そ
し
て
ま
た
一
定
の
支
配
的
な
階
層
お
よ
び
団
体
の
特
殊
利
益
、
王
家
、
土
地
所
有
、
教
会
等
に
た
い
す
る
顧
慮
は
そ
れ
に
限
界
を
引
い
た
」
と
。
党
は
多
数
派
の
手
に
な
る
相
続
税
案
に
賛
成
投
票
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
帝
国
に
お
け
る
直
接
税
体
系
確
立
の
端
緒
を
開
く
と
い
う
意
味
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
に
Sl 
ほ
か
な
ら
な
い
。
る、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
ろ
に
よ
れ
ば
、
に
つ
い
て
み
よ
う
。
に
お
い
て
は
当
初
党
独
自
の
相
続
税
案
を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
292 
ら
党
は
こ
れ
に
反
対
を
表
明
し
た
。
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
固
（
広
田
）
相
続
税
以
外
の
租
税
に
関
し
て
も
党
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
に
つ
い
て
拒
否
的
態
度
を
表
明
し
た
。
す
な
わ
ち
ビ
ー
ル
税
お
よ
び
ク
．
＾
コ
税
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
が
ひ
と
し
く
間
接
税
負
担
の
加
重
を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
大
醸
造
業
者
の
高
い
収
益
力
の
把
捉
と
そ
の
集
中
化
傾
向
の
阻
止
を
提
唱
す
る
賛
成
論
者
に
た
い
し
て
、
高
収
益
力
の
捕
捉
は
直
接
税
に
よ
っ
て
こ
そ
最
大
限
に
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ビ
ー
ル
製
造
業
の
集
中
化
傾
向
の
阻
止
は
党
の
国
民
経
済
的
視
点
と
矛
盾
す
る
の
み
で
な
く
、
か
か
る
集
中
化
傾
向
の
阻
止
は
他
の
分
野
例
え
ば
旅
館
営
業
に
お
け
る
集
中
化
を
促
進
す
る
点
で
矛
盾
を
包
蔵
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
ビ
ー
”̂ 
ル
税
引
上
げ
に
反
対
し
た
。
ま
た
政
府
原
案
の
ク
．
＾
コ
税
引
上
げ
に
た
い
し
て
、
零
細
企
業
者
の
没
落
、
ク
バ
コ
産
業
労
働
者
の
失
業
労
働
者
の
失
職
を
促
す
点
を
指
摘
し
、
と
い
う
理
由
で
反
対
し
た
党
は
、
紙
巻
ク
バ
コ
税
に
た
い
し
て
も
、
そ
れ
が
家
内
労
働
に
よ
る
賃
金
低
下
を
招
来
す
る
と
と
も
に
就
業
，
 
u
 
そ
の
対
策
と
し
て
家
内
労
働
の
禁
止
と
失
業
者
に
た
い
す
る
補
償
を
提
案
し
た
。
F
r
i
e
d
r
i
c
h
 G
e
y
e
r
 ti
、
こ
の
租
税
が
大
衆
負
担
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
き
び
し
い
監
督
規
定
と
罰
則
を
設
け
て
い
る
点
を
あ
げ
、
そ
れ
が
「
い
わ
ゆ
る
営
業
の
自
由
に
反
し
か
つ
租
税
警
察
的
で
、
製
造
業
者
と
商
人
の
活
動
を
低
下
さ
せ
る
監
督
と
峻
厳
苛
酷
な
刑
罰
体
系
…
…
を
も
つ
妖
怪
で
あ
る
」
と
酷
評
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
統
制
の
事
実
お
よ
び
課
税
に
よ
る
負
担
増
大
を
通
じ
て
専
売
な
い
し
は
私
的
独
占
へ
の
傾
向
の
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
新
し
い
税
法
が
労
働
者
に
た
い
し
て
失
業
と
租
税
負
担
の
aw 
加
重
と
い
う
形
で
有
害
な
作
用
を
与
え
る
と
結
論
し
て
い
る
。
ま
た
各
種
の
印
紙
税
す
な
わ
ち
運
送
状
税
、
通
行
税
、
動
力
車
税
等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
交
通
お
よ
び
通
商
の
発
展
を
阻
止
し
、
そ
の
負
担
が
主
と
し
て
中
産
階
級
に
集
中
す
る
と
の
理
由
に
よ
っ
て
、
党
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
利
益
配
当
税
に
た
い
し
て
は
、
こ
れ
が
一
定
種
類
の
所
得
へ
の
直
接
課
税
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
贅
成
の
立
場
が
表
明
せ
ら
れ
た
。
最
後
に
連
邦
分
担
金
超
過
額
の
法
的
制
限
に
関
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
予
算
権
上
の
理
由
か
゜
ガ
イ
ア
ー
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(2) (1) 
れ
た
。
こ
の
政
策
を
正
当
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
り
、
か
く
て
ま
た
そ
の
総
括
的
規
定
で
あ
る
摘
要
法
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
反
対
投
票
を
行
っ
た
。
ガ
イ
ア
ー
の
い
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
租
税
政
策
は
経
済
発
展
を
な
ん
ら
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
「
言
葉
の
も
っ
と
も
悪
い
意
味
に
お
い
て
財
政
的
に
」
推
進
せ
ら
「
帝
国
財
政
改
革
」
と
い
う
言
葉
を
「
帝
国
予
算
の
赤
字
支
弁
の
た
め
の
新
税
」
6
q
 
と
お
き
か
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
国
民
経
済
的
お
よ
び
社
会
政
策
的
考
慮
は
な
ん
ら
払
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
財
政
n
 
改
革
は
社
会
民
主
党
に
と
っ
て
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
好
材
料
を
提
供
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
に
お
い
て
党
は
従
来
の
伝
統
的
⑳
 
な
態
度
を
固
持
し
て
、
改
革
案
に
痛
烈
な
批
判
を
浴
せ
か
け
る
と
と
も
に
、
他
面
に
お
い
て
は
「
今
日
の
帝
国
議
会
多
数
派
に
お
い
て
仰
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
れ
を
公
正
に
配
分
す
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
た
」
と
い
わ
新
し
い
租
税
負
担
の
否
決
が
考
え
ら
れ
な
い
以
上
、
れ
る
よ
う
に
、
党
の
独
自
の
立
場
か
ら
以
下
に
み
る
よ
う
な
積
極
的
主
張
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
の
内
容
と
し
て
は
、
帝
国
財
政
支
出
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
の
消
費
税
の
形
成
と
一
切
の
受
領
証
Q
u
i
t
t
u
n
g
e
n
お
よ
び
運
送
状
F
r
a
c
h
t
u
r
k
u
n
d
e
n
へ
の
帝
国
印
紙
税
の
拡
張
に
つ
い
て
の
諒
解
が
な
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
(Gerloff,
a.a.O., 
S
.
 
424.)
し
か
し
こ
の
計
画
は
、
上
述
の
艦
隊
法
の
規
定
に
抵
触
し
た
。
し
か
も
艦
隊
法
の
問
接
税
に
関
す
る
禁
止
規
定
が
採
ら
れ
た
時
に
当
然
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
直
接
税
の
採
用
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ま
た
他
面
に
お
い
て
帝
国
直
接
税
導
入
に
た
い
す
る
邦
国
諸
政
府
の
反
対
は
き
わ
め
て
は
げ
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
今
回
の
財
政
改
革
と
く
に
租
税
改
革
の
性
格
な
り
形
態
な
り
を
規
制
す
る
条
件
の
一
っ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
簡
単
に
述
ぺ
る
と
、
一
九
0
六
年
以
降
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
財
政
支
出
二
四
六
な
い
し
二
五
六
百
万
マ
ル
ク
の
増
加
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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S
o
A
n
o
4
A
、
、
な
お
こ
れ
ら
の
増
税
案
の
ほ
か
に
摘
要
法
規
に
お
い
て
、
公
債
償
還
、
分
担
金
制
度
等
に
つ
い
て
の
規
定
が
行
わ
れ
た
。
(
G
e
o
r
g
S
c
h
a
n
z
,
 D
i
e
 
R
e
i
c
h
s
f
i
n
a
n
z
r
e
f
o
r
m
,
 F
i
n
a
n
z
a
r
c
h
i
v
,
 2
3
 Jg. 
1906, 
S
S
.
 
6
2
7
~
6
3
1
.
 
Gerloff, 
a.a.0., 
ss. 4
2
6
~
4
2
8
)
 
こ
の
改
革
案
の
中
心
的
な
問
題
点
は
相
続
税
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
相
続
税
案
が
長
い
問
の
時
躇
抵
抗
の
後
に
参
議
会
の
承
認
を
得
る
に
い
た
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
ほ
、
食
糧
品
関
税
に
よ
る
大
衆
負
担
が
有
力
な
因
を
な
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
大
衆
の
過
重
な
負
担
が
存
在
す
る
現
実
の
下
で
は
、
所
有
課
税
の
面
で
の
一
定
の
譲
歩
が
な
け
れ
ば
財
政
改
革
案
が
帝
国
議
会
で
可
決
の
見
通
し
が
た
た
な
い
と
い
う
事
情
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
他
面
に
お
い
て
改
革
案
の
覚
書
は
、
相
続
税
案
の
み
が
採
択
さ
れ
て
他
の
提
案
が
拒
否
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
要
求
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
相
続
税
の
提
案
と
同
時
に
間
接
税
の
拡
充
が
同
時
に
要
求
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(Gerloff,
a.a.O., 
S
S
.
 4
2
7
~
4
2
!
3
)
 
G
e
o
r
g
 S
c
h
a
n
z
,
 a.a.O., 
S. 632. 
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摘
要
法
に
お
け
る
主
要
な
規
定
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
分
担
金
に
つ
い
て
い
え
ば
、
邦
国
よ
り
調
達
さ
れ
る
分
担
金
は
、
原
則
と
し
て
交
付
金
よ
り
も
住
民
一
人
当
り
四
0
ペ
ニ
ヒ
以
上
こ
え
る
べ
き
で
な
く
、
も
し
交
付
金
を
上
廻
る
超
過
分
担
金
が
そ
の
四
〇
ペ
ニ
ヒ
を
こ
え
る
時
に
は
、
そ
の
超
過
額
の
帝
国
へ
の
納
付
は
一
1
一
年
間
の
支
払
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
。
第
二
点
と
し
て
公
債
償
還
に
関
し
て
は
、
一
九
0
八
年
以
降
毎
年
公
債
残
高
の
千
分
の
六
が
償
還
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
の
点
と
し
て
は
、
相
続
税
の
徴
収
ほ
邦
国
が
こ
れ
に
当
り
、
そ
の
収
入
の
う
ち
一
1
一
分
の
1
一
が
帝
国
国
庫
に
、
残
り
三
分
の
一
が
邦
国
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ
た
。
(
D
e
u
t
s
c
h
e
s
R
e
i
c
h
s
,
 
g
e
s
e
t
z
 b
e
t
r
e
f
f
e
r
n
d
 d
i
e
 O
r
d
n
u
n
g
 d
e
s
 R
e
i
c
h
s
h
a
u
s
h
a
l
t
s
 u
n
d
 die T
i
l
g
u
n
g
 d
e
r
 R
e
i
c
h
s
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c
h
u
l
d
`
F
h
u
n
n
z
a
n
c
h
h
0
N
3
 Jg., 
1
き
6,
S.332) 
な
お
租
税
法
の
個
々
の
点
に
関
す
る
詳
説
を
さ
け
て
、
成
立
し
た
案
に
よ
る
租
税
収
入
額
を
み
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
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.
.
-
、
ぐ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
は
じ
め
に
提
出
せ
ら
れ
た
政
府
案
に
比
し
て
か
な
り
大
き
な
減
収
額
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
(
S
c
h
a
n
z
,
 a.a.O., 
S. 188) 
P
r
o
t
o
k
o
l
l
 d
e
s
 M
a
n
n
h
e
i
m
e
r
 Parteitages, 
1906. 
S. 97. 
委
員
会
に
は
国
防
税
W
e
h
r
s
t
e
u
e
r、
広
告
税
I
n
s
e
r
a
t
e
n
s
t
e
u
e
r、
貼
札
税
P
l
a
k
a
t
s
t
e
v
e
r
石
炭
や
カ
リ
に
た
い
す
る
輸
出
関
税
等
の
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
は
政
府
案
の
修
正
に
終
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
審
議
の
際
の
ブ
ル
ジ
a
ァ
諸
党
の
動
き
に
つ
い
て
報
告
は
、
有
産
階
級
の
吝
裔
お
よ
び
自
己
の
利
益
へ
の
顧
慮
と
中
産
階
級
お
よ
び
労
働
者
階
級
の
拾
頭
に
た
い
す
る
恐
怖
に
影
響
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
(Protokoll, 
1906. S. 99) 
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イ
ツ
社
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民
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政
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策
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(1) UO) (9) (8) 
E
d
.
 Bernstein, D
i
e
 n
e
u
e
n
 Reichssteuern, w
i
e
 sie 
w
u
r
d
e
n
 u
n
d
 w
a
s
 sie 
bedeuten, 1906. 
S. 12. 
成
立
し
た
相
続
税
は
、
ま
ず
第
一
に
親
等
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
税
率
が
決
定
さ
れ
た
。
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潰
冷
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薩
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•
•
•
•
•
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ー
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ド
窯
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・
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A
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6
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f
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併
f.
6
 
100 
ド
キ
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躙
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瀧
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沖
F
中
8
抽
詞
d
瀧
+
壽
訟
8
達
n
a治
片
h
炉
a…
.
.
.
.
.
.
 
；：
I
 
8
 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
100 
耳
堂
0
田
泄
苔
栞
•
I
l
l哨泄
漆
※
a
翌
亭
雄
10 
1
0
0
,
 
ホ
a幸
0
益
睾
A•..•..•• 
…………………•••………………………………………·_ 
さ
ら
に
取
得
財
産
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
右
の
税
率
に
倍
率
が
か
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
財
産
額
が
二
万
マ
ル
ク
を
こ
え
る
も
の
か
ら
一
0
0万
マ
ル
ク
以
上
の
も
の
に
い
た
る
ま
で
を
一
五
ク
ラ
ス
に
分
け
、
右
の
親
等
に
よ
る
税
率
に
一
・
一
か
ら
ニ
・
五
ま
で
の
倍
数
を
そ
れ
ぞ
れ
か
け
ら
れ
た
。
右
の
税
率
を
も
含
め
て
綜
合
的
に
示
せ
ば
上
表
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
五
〇
〇
マ
ル
ク
以
下
の
相
続
財
産
、
直
系
卑
属
お
よ
び
配
偶
者
の
相
続
財
産
、
――1
0
0
0
マ
ル
ク
を
こ
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
被
相
続
人
と
麗
傭
関
係
に
あ
っ
た
者
の
相
続
財
産
等
に
つ
い
て
ほ
免
税
が
規
定
せ
ら
れ
、
教
会
お
よ
び
宗
教
団
体
へ
の
遺
贈
お
よ
び
寄
附
に
関
し
て
は
五
％
の
課
税
が
定
め
ら
れ
た
。
(Protokoll,
1906. 
S.105•Deutsches 
Erbschaftssteuergesetz 
v
o
m
 3. 
Juni 
1906. 
F
iミ
a
n
z
a
n
c
hさ、
2
3Jg••1906. 
ss. 7
8
4
~
7
9
8
)
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i
e
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e
u
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i
g
e
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o
z
i
a
l
d
e
m
o
k
r
a
t
i
e
 in T
h
e
o
r
i
e
 und-
P
r
a
x
i
s
 I 
Aufl., 
M
u
n
c
h
e
n
.
 S.17. 
4
.
 
3
.
 
2. 
取得財産 額 佃 叫 税 率
20,000マルク以 1.1 4.4 6.6 8.8 11 
30,000 ff上 1.2 4.8 7.2 9.6 12 
50,000 ” 1.3 5.2 7.8 10.4 13 75,000 ” 1.4 5.6 8.4 11.2 14 100,000 ‘’ 1.5 6.0 9.0 12.0 15 150,000 ‘’ 1.6 6.4 9.6 12.8 16 200,000 ” 1.7 6.8 10.2 13.6 17 300,000 ‘’ 1.8 7.2 10.8 14.4 18 400,000 II 1.9 7.6 11.4 15.2 19 
500,000 ” 2.0 8.0 12.0 16.0 20 600,000 ” 2.1 8.4 12.6 16.8 21 700,000 ‘’ 2.2 8.8 13.2 17.6 22 800,000 II 2.3 9.2 13.8 18.4 23 
900,000 ‘’ 2.4 9.6 14.4 19.2 24 1,000,000 ” 2.5 10.0 15.0 20.0 25 
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
が
、
し
か
し
そ
れ
は
党
の
主
張
を
十
分
に
具
体
化
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
ま
た
政
府
に
よ
る
相
続
税
提
案
の
事
実
は
、
党
が
従
来
所
得
税
、
財
産
税
と
と
も
に
相
続
税
を
要
求
し
て
い
た
だ
け
に
、
党
の
租
税
政
策
的
要
求
を
積
極
的
に
展
開
す
る
機
縁
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の
相
続
税
提
案
に
は
、
党
の
本
来
の
主
張
に
も
と
づ
い
て
政
府
案
と
は
別
個
に
立
案
さ
れ
た
も
の
と
政
府
案
に
も
と
づ
い
て
党
の
そ
れ
に
た
い
す
る
批
判
点
を
加
味
し
た
修
正
案
が
あ
っ
た
。
以
下
こ
の
両
者
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
「
わ
れ
わ
れ
の
提
案
は
、
一
に
は
公
正
と
い
う
根
拠
か
ら
、
さ
ら
に
ま
た
相
続
税
を
は
る
か
に
収
益
力
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
小
相
続
財
産
は
完
全
に
免
税
に
し
、
大
相
続
財
産
に
き
び
し
く
か
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
議
会
活
動
報
告
が
述
べ
て
い
る
(21) (20) (19)(18) (1'l) (16)(15)(14) (13) (12) 
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
固
（
広
田
）
四、
社
会
民
主
党
は
相
続
税
に
関
す
る
政
府
提
案
に
た
い
し
て
個
別
的
に
は
賛
成
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
相
続
税
に
関
す
る
積
極
的
見
解
一五
a.a. 0., 
S
.
 1
9
.
 
Protokoll, 1
9
0
6
.
 
S
.
 1
0
7
.
 
Calm,mri, 
a.a.O., 
S.16
. 
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9
0
6
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S
.
 1
0
3
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i
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i
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e
 Zeit, 2
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 Jg., 2
 
B
d
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S
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9
9
~
4
0
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・
C
a
l
m
a
n
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 a.a.0., 
S
.
 
165. 
F. 
G
e
y
e
r
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 D
i
e
 T
a
b
a
k
s
t
e
u
e
r
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 D
i
e
 N
e
u
e
 Zeit, 2
4
 Jg., 
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B
d
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 S
S
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7
6
~
2
7
7
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C
a
l
m
a
n
n
,
 a.a.O., 
S
.
 1
5
4
 u. 1
6
8
.
 
議
会
活
動
報
告
は
租
税
委
員
会
の
審
議
に
つ
い
て
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
議
会
主
義
的
な
中
途
半
端
さ
と
有
産
階
級
の
利
益
の
残
酷
で
か
っ
利
己
的
な
主
張
と
財
政
政
策
的
靴
直
し
の
、
ま
さ
に
ひ
ど
い
か
つ
あ
さ
ま
し
い
像
」
と
極
言
し
て
い
る
。
(Protokoll,
1906, S
.
 
9) 
Protokoll, 1
9
0
8
.
 
S
.
 1
0
8
.
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う
よ
に
、
租
税
負
担
配
分
の
不
公
正
を
除
去
し
、
同
時
に
実
質
的
に
帝
国
税
制
の
中
核
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
収
益
力
を
も
つ
も
の
と
す
る
た
め
に
、
党
は
、
政
府
案
の
よ
う
な
相
続
財
産
税
に
た
い
し
て
遺
産
相
続
税
N
a
c
h
l
a
B
s
t
e
u
e
r
を
志
向
し
た
。
と
い
う
の
ほ
遺
産
相
続
税
は
、
前
者
が
相
続
後
の
分
割
財
産
に
課
税
せ
ら
れ
る
の
に
た
い
し
て
、
分
割
以
前
に
相
続
財
産
に
一
括
し
て
課
税
せ
ら
れ
る
た
め
、
僅
小
の
税
率
で
確
実
に
収
益
力
を
確
保
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
党
は
、
こ
の
案
の
実
施
に
と
も
な
う
必
要
措
置
と
し
て
税
額
査
定
の
基
礎
と
な
る
べ
き
財
産
目
録
作
成
Inventarisierung
を
も
あ
わ
せ
提
案
し
た
。
こ
の
遺
産
相
続
税
は
、
財
産
評
価
額
図
1
0
0
0
マ
ル
ク
以
上
の
財
産
に
た
い
し
一
ー
三
0
％
の
累
進
税
率
を
課
す
る
も
の
で
、
党
は
、
こ
の
租
税
先
取
の
結
果
と
し
て
残
る
相
続
財
産
の
免
税
の
可
能
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
収
入
額
を
二
億
九
0
0
0万
マ
ル
ク
と
見
糠
っ
た
。
こ
の
収
入
見
込
額
は
い
う
ま
で
も
な
く
成
立
し
た
相
続
税
の
見
積
額
四
八
0
0万
を
は
る
か
に
上
廻
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ン
シ
ュ
「
・
：
・
・
・
政
府
案
に
よ
れ
ば
、
そ
の
租
税
は
一
年
間
に
わ
ず
か
四
八
0
0万
マ
ル
ク
を
帝
国
に
生
み
だ
す
見
込
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
こ
の
額
さ
え
も
、
他
の
租
税
す
な
わ
ち
間
接
税
が
帝
国
の
需
要
以
上
の
超
過
収
益
を
生
み
だ
す
の
に
応
じ
て
、
縮
減
さ
れ
る
筈
で
あ
っ
た
。
社
会
民
主
党
議
会
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
こ
の
点
に
関
与
し
、
政
府
案
に
一
の
租
税
を
対
置
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
相
続
税
だ
け
で
年
々
二
億
九
0
0
0万
マ
ル
ク
を
生
み
だ
す
予
定
で
あ
り
、
か
く
て
原
案
の
13 
そ
の
他
の
租
税
が
す
べ
て
無
用
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
国
民
消
費
負
担
の
廃
棄
も
可
能
と
な
っ
た
だ
ろ
う
」
と
。
か
く
て
党
の
遺
産
相
続
税
案
は
、
成
立
し
た
相
続
税
に
比
較
し
て
、
小
財
産
課
税
の
減
免
、
大
財
産
の
重
課
が
よ
り
強
力
に
推
進
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
間
接
税
の
減
免
を
通
し
て
大
衆
負
担
の
軽
減
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ま
た
党
は
予
備
的
提
案
E
v
e
n
t
u
a
l
a
n
t
r
a
g
と
し
て
相
続
財
産
税
案
を
作
成
し
た
。
す
で
に
簡
単
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
党
は
相
続
税
案
の
可
決
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
批
判
的
見
解
を
保
持
し
、
成
立
し
た
相
続
税
法
に
た
い
し
て
も
、
そ
の
賛
成
投
票
に
も
タ
イ
ン
は
こ
の
点
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、
一六
299 
七
個
人
の
手
か
か
わ
ら
ず
、
若
干
の
批
判
点
を
指
摘
し
て
い
た
。
そ
れ
は
直
系
卑
属
お
よ
び
配
偶
者
の
相
続
へ
の
課
税
を
は
じ
め
と
し
て
、
親
等
に
出
応
ず
る
種
々
の
税
率
適
用
の
修
正
、
免
税
点
の
引
上
げ
等
に
関
す
る
具
体
的
要
求
で
あ
っ
た
。
か
く
て
党
は
こ
れ
ら
の
具
体
的
要
求
を
固
織
込
ん
だ
独
自
の
相
続
財
産
税
案
を
つ
く
り
上
げ
た
。
こ
の
案
も
大
財
産
重
課
、
小
財
産
の
負
担
軽
減
と
い
う
点
で
政
府
案
よ
り
一
歩
と
こ
ろ
で
こ
の
相
続
税
提
案
に
関
連
し
て
党
自
ら
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
論
的
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
党
提
案
に
み
ら
⑥
 
れ
る
よ
う
な
高
度
の
累
進
課
税
が
資
本
蓄
積
に
与
え
る
作
用
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
高
度
の
累
進
税
の
資
本
蓄
積
に
た
い
す
る
阻
止
的
作
用
に
た
い
し
て
党
は
否
定
的
見
解
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
国
民
経
済
的
に
必
要
な
資
本
蓄
積
は
、
近
代
的
な
集
産
的
企
業
K
o
l
l
e
k
t
i
v
u
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g
の
登
場
と
国
家
・
公
共
団
体
に
よ
る
私
的
資
本
の
機
能
の
代
行
に
よ
っ
て
、
中
で
の
財
産
の
集
積
か
ら
し
だ
い
に
独
立
し
て
く
る
。
か
く
て
ま
た
こ
の
蓄
積
の
近
代
的
形
態
に
よ
っ
て
、
私
的
財
産
の
集
積
の
意
義
と
必
要
性
は
ま
す
ま
す
小
さ
く
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
巨
大
な
私
的
財
産
へ
の
累
進
課
税
は
、
資
本
蓄
積
に
つ
い
て
の
国
民
経
済
的
考
慮
と
け
っ
し
て
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
資
本
は
、
巨
大
財
産
の
高
度
な
累
進
税
負
担
と
は
別
個
に
集
産
的
企
業
に
お
け
る
資
本
の
急
速
な
増
加
に
よ
っ
て
代
位
さ
れ
補
完
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
に
巨
大
な
私
的
財
産
の
国
民
経
済
的
意
義
が
減
ず
る
場
合
、
私
的
財
産
の
集
積
は
そ
れ
だ
け
耐
え
が
た
い
も
の
と
な
り
、
さ
れ
る
こ
と
は
是
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
高
度
の
累
進
課
税
は
大
株
主
に
代
る
小
株
主
の
登
場
を
促
し
、
企
業
活
動
を
阻
害
し
て
経
済
発
展
に
必
要
な
企
業
心
を
消
失
せ
し
め
る
と
い
う
国
民
自
由
党
議
員
の
批
判
に
た
い
し
て
は
、
相
続
税
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
資
本
蓄
積
は
財
産
移
動
よ
り
も
急
速
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
せ
ら
れ
、
こ
の
懸
念
は
こ。t
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進
ん
で
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
か
く
て
相
続
税
に
よ
っ
て
か
か
る
集
積
が
阻
止
こ
れ
ら
社
会
民
主
党
案
は
こ
と
ご
と
く
否
決
せ
ら
れ
300 
(2) (1) 
る。
そ
の
た
め
の
一
歩
を
ふ
み
だ
し
た
か
ら
で
あ
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
財
政
政
策
国
（
広
田
）
7
 
社
会
的
富
の
生
産
の
効
果
的
な
進
展
~
 
否
定
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
ベ
ル
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
は
「
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
法
秩
序
の
下
に
お
い
て
も
、
に
な
ん
ら
か
の
損
失
を
与
え
る
こ
と
な
し
に
、
は
る
か
に
利
目
の
あ
る
そ
し
て
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
手
段
を
も
た
ら
す
相
続
税
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
ー
—
実
際
収
益
を
合
目
的
的
に
社
会
政
策
的
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
国
民
福
祉
の
源
泉
と
し
て
の
生
産
を
な
お
か
な
り
高
め
る
作
用
を
も
っ
て
さ
え
い
る
ー
は
、
ま
さ
に
資
本
蓄
積
論
と
よ
ば
れ
る
と
こ
ろ
の
資
本
に
関
す
る
綿
密
な
労
作
が
こ
⑧
 
れ
を
示
し
て
い
る
」
と
も
い
い
、
ま
た
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
、
今
日
の
経
済
関
係
の
も
と
で
生
産
の
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
、
党
の
提
案
を
こ
え
て
よ
り
急
激
な
累
進
課
税
に
よ
っ
て
一
0
0万
以
上
の
財
産
に
つ
い
て
さ
ら
に
収
入
増
加
を
は
か
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ペ
ル
ソ
シ
ュ
ク
イ
ン
の
主
張
か
ら
窺
い
知
る
よ
う
に
、
高
度
の
累
進
課
税
の
資
本
蓄
積
に
及
ぼ
す
有
害
な
作
用
に
つ
い
て
、
党
は
否
定
的
見
解
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
か
く
て
ま
た
ベ
ル
ン
シ
ュ
ク
イ
ン
は
、
こ
の
相
続
税
や
所
得
税
等
を
内
容
と
す
る
租
税
政
策
に
よ
っ
て
有
産
階
級
の
奢
移
や
浪
費
か
ら
の
労
働
力
の
解
放
、
大
衆
消
費
の
向
上
お
よ
び
n
W
 
労
働
時
間
の
短
縮
等
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
張
の
現
実
へ
の
適
用
、
シ
ュ
テ
ン
ゲ
ル
の
両
財
政
改
革
に
た
い
す
る
社
会
民
主
党
の
態
度
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
社
会
民
主
党
の
改
革
に
た
い
す
る
対
応
形
態
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
帝
国
相
続
税
の
導
入
と
こ
れ
に
関
す
る
党
独
自
の
提
案
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
こ
れ
に
よ
っ
て
党
は
、
従
来
の
敵
対
的
否
定
的
な
立
場
の
表
明
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
党
の
原
理
的
主
ボ
ジ
テ
ィ
ー
フ
な
形
で
の
政
策
展
開
へ
の
機
縁
を
与
え
ら
れ
、
P
r
o
t
o
k
o
l
l
,
 1
9
0
6
.
 
S
.
 1
0
7
.
 
逮
産
相
続
税
の
具
体
的
内
容
と
し
て
、
ジ
ン
ガ
ー
が
提
示
し
た
案
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
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6
.
 
5
.
 
4
.
 
3
.
 
2
.
 
一、
0
0
0万
マ
ル
ク
を
こ
え
る
財
産
に
つ
い
て
は
最
大
限
一
1-0彩
に
い
た
る
ま
で
1一
彩
ず
つ
の
追
加
が
な
さ
れ
る
。
な
お
、
一
、
0
0
0
マ
ル
ク
以
下
の
財
産
に
つ
い
て
は
免
税
と
さ
れ
た
が
、
し
か
し
二
、
O
O
O
マ
ル
ク
に
つ
い
て
一
彩
の
課
税
は
貧
困
者
に
た
い
し
て
苛
酷
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
た
め
そ
の
後
党
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
免
税
点
を
五
、
O
O
O
マ
ル
ク
に
引
上
げ
た
。
(
C
a
l
m
a
n
n
,
 a.a.O., 
SS. 
1
5
9
~
 160.) 
Bernstein, a.a.O., 
S
.
1
7
 • 
相
続
税
案
に
た
い
す
る
具
体
的
な
要
求
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
切
直
系
卑
属
、
お
よ
び
配
偶
者
の
課
税
、
回
庶
子
、
継
子
、
お
よ
び
未
成
年
の
養
子
と
実
子
と
の
間
で
課
税
の
乎
等
を
は
か
る
こ
と
、
州
ま
た
子
女
の
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
と
の
間
で
課
税
の
平
等
を
は
か
る
こ
と
、
日
兄
弟
姉
妹
の
子
の
相
続
に
た
い
し
て
は
4
％
の
代
り
に
六
彩
の
税
率
を
課
す
こ
と
、
紺
相
続
税
法
の
は
じ
め
の
一
1
一
項
に
属
さ
な
い
法
定
相
続
人
に
一
六
彩
を
課
す
る
こ
と
。
付
法
定
相
続
に
際
し
て
租
税
を
支
払
う
べ
き
親
戚
以
外
の
遺
産
受
取
人
に
た
い
す
る
一
〇
彩
の
課
税
。
旧
大
き
い
相
続
財
産
に
た
い
す
る
倍
率
を
ニ
・
五
倍
か
ら
一
1
一
倍
に
ま
で
引
上
げ
る
こ
と
。
以
上
で
あ
っ
た
。
(Protokoll̀
1906.
ss. 105~106.) 
党
の
相
続
財
産
税
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
1
•
閲
｛
亭
泄
『
9
漏
ボ
3
謳
虫
述
舟
山
治
片
。
＾
洪
函
ぶ:
C
)瀧虫
辻
2 
10 
4 
10 漏冷狛＂泰祖9f沖a閉宝挑祈片咲国薩涸B沸器栞…. | 
6 
10 
益冷由ド中a塙算閉宰雌〇冷狛｀田沸器栞f………………………•…:—
8 
10 冷祖OB沸彗栞：…………………………………………………………••••;：I
• 10 
10 誨囀丙片が袖雲Ad1ー4百涸叶汁ぐ、あa:·…………………•••••9•••|_16 
10 114丙陥H"5fこ沖ぐヽ爵油益睾A•……•………………………………………•ーーー
財産評価額 I税率
マルク 彩
1,000~ 2,000 1 
2,000~ 3,000 2 
3,000~ 5,000 2.5 
5,000~ 10,000 3 
10,000~ 20,000 4 
20,000~ 30,000 5 
30,000~ 40,000 6 
40,000~ 50,000 7 
50,000~ 75,000 8 
75,000~ 100,000 ， 
100,000~ 200,000 10 
200,000~ 300,000 11 
300,000~ 400,000 12 
400,000~ 500,000 13 
500,000~ 1,000,000 14 
1,000,000~ 5,000,000 16 
5,000,000~10,000,000 20 
(4) (3) 
九
302 
tO) (9) (8) (7) 
財 産 額 1 倍率
20,000~ 40,000 1.25 
40,000~ 80,000 1.50 
80,000~ 160,000 1.75 
160,000~ 240,000 2.00 
240,000~ 600,000 2.25 
600,000~ 1,000,000 2.50 
1,000,000~ 2,000,000 2.75 
2,000,000以上 3.00 
(6) 
Bernstein, a.a.O., S
S
.
 
1
8
-
`
1
9
.
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以
上
親
等
に
よ
る
税
率
の
ほ
か
さ
ら
に
財
産
額
に
よ
る
倍
率
は
、
二
万
マ
ル
ク
を
こ
え
る
も
の
に
た
い
し
て
、
そ
の
超
過
額
に
つ
い
て
、
上
表
の
通
り
定
め
ら
れ
た
。
な
お
二
0
0
0
マ
ル
ク
以
下
の
収
入
ま
た
は
被
相
続
人
に
た
い
し
て
厖
傭
関
係
に
あ
る
者
に
与
え
ら
れ
た
――1
0
0
0
マ
ル
ク
以
下
の
収
入
は
免
税
と
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
政
府
原
案
に
お
け
る
教
会
、
王
侯
等
の
相
続
財
産
免
税
の
規
定
は
排
除
せ
ら
れ
た
。
(Protokoll,
1
9
0
6
.
 
S
.
1
0
6
)
 
C
a
l
m
a
n
n
,
 a.a. 
0., 
S
.
 
162. 
ベ
ル
ン
ツ
ュ
タ
イ
ン
は
、
党
提
案
に
た
い
し
て
な
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
大
蔵
大
臣
フ
ォ
ン
・
ラ
イ
ン
バ
ー
ベ
ン
G
e
o
r
g
F
r
e
i
h
e
r
r
 v
o
n
 R
h
e
i
n
b
a
b
e
n
国
民
自
由
党
議
員
ウ
ェ
ス
ク
ー
マ
ン
W
e
s
t
e
r
m
a
n
n
お
よ
び
保
守
党
議
員
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
Dietrich
の
批
判
に
た
い
す
る
反
論
に
お
い
て
、
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
こ
こ
で
重
要
な
問
題
は
、
第
一
に
中
財
産
お
よ
び
大
財
産
の
数
の
増
加
と
…
…
そ
の
葦
に
対
比
し
て
広
汎
な
国
民
大
衆
を
な
す
無
産
賃
労
働
者
の
実
質
賃
金
の
動
き
が
い
か
な
る
状
態
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
今
日
巨
大
財
産
所
有
者
の
階
級
は
い
か
な
る
社
会
的
機
能
を
遂
行
す
る
か
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
が
今
日
行
わ
れ
て
い
る
の
を
み
る
こ
の
財
産
の
数
と
彙
の
増
加
が
こ
の
程
度
に
お
い
て
国
民
経
済
の
進
歩
に
と
っ
て
現
実
に
要
求
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
た
そ
の
社
会
生
活
に
た
い
す
る
明
白
な
害
悪
は
、
今
日
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
集
産
的
企
業
形
態
が
大
個
別
企
業
家
を
ま
す
ま
す
駆
逐
す
る
場
合
に
、
生
産
増
大
に
た
い
す
る
そ
の
効
用
を
凌
駕
し
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
は
委
員
会
お
よ
び
一
九
0
六
年
五
月
九
日
に
ー
|
_
帝
国
議
会
本
会
議
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
問
題
を
提
起
し
た
。
と
い
う
の
は
国
民
経
済
的
に
考
え
る
も
の
に
と
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
問
題
す
な
わ
ち
経
済
発
展
を
害
す
る
こ
と
な
し
に
相
続
税
に
お
い
て
累
進
は
ど
の
高
さ
ま
で
達
し
う
る
か
。
ま
た
一
般
的
社
会
的
課
題
の
遂
行
手
段
を
公
共
団
体
に
与
え
、
同
時
に
金
権
政
治
の
影
響
の
増
大
の
多
様
な
害
悪
か
ら
守
る
た
め
に
は
ど
の
程
度
ま
で
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
そ
の
解
答
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
」
。
(Bernstein, 
a.a.O., 
S
.
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